
防虫成分含有ネットの活用によるサシバエの吸血ストレス緩和と子牛の発育の関係 

 

香川畜試報告 53 （2018）        - 8 - 

 

防虫成分含有ネットの活用によるサシバエの吸血ストレス緩和と子牛の発育の関係 

 

増川 慶大・傍示 和・三好 里美・髙橋 和裕  

 

Relationship between sucking blood stress reduction of the stable fly    

and growth of the beef calves by utilization of insect-proof nets  

 

Keita MASUKAWA,Nodoka KATAMI,Satomi MIYOSHI,Kazuhiro TAKAHASHI 

 

要  約 

   当場の黒毛和種子牛を用いて、防虫成分含有ネットの有無が子牛に与える影響を調査した。 

  サシバエの数、歩数、ストレスの指標としての血清中コルチゾール濃度については、ネット無

しに比べて、ネット有りで有意に減少した。一方で、飼料摂取量および一日増体量については

両区間において有意な差は認められなかった。 

 

緒  言 

 

    近年、畜産現場では舎内でのサシバエ類の被害がこれまでにもまして増大し、畜舎衛生の観

点からも関心が高まっている 4）。細菌やウイルスなどの病原体を機械的に媒介する他に刺咬に

際しての家畜に及ぼす精神的、肉体的なストレスも甚大で放牧牛において見繕い行動の誘発 7）

8)や食草行動の低下による発育停滞 6）が報告されている。サシバエの対策には、発生源である

敷料の管理やハエ取り用の粘着シート 5)、殺虫剤７)等があり、その 1 つに防虫成分含有ネット

(以下、防虫ネット)の使用が挙げられる。桐野ら１)は牛舎内に防虫ネットを設置することで肥

育牛の忌避行動が減少し、ストレスが軽減されることを報告している。そこで、黒毛和種子牛

の育成牛舎に防虫ネットを設置し、ストレス緩和効果および発育について調査した。 

 

材料及び方法 

 

(１)方法 

 ①試験場所 香川県畜産試験場 育成牛舎  

②試験期間 平成 30 年 9 月 26 日～11 月 7日(全 6 週間) 

③試験区分 対照区  防虫ネットを１週間開けたまま飼養管理（図 1、2） 

       試験区  防虫ネットを１週間閉めたまま飼養管理（図 3、4） 

 

以下に示すように、対照区および試験区をそれぞれ交互に 3 週ずつ実施した。 

 

対照区（ネット無）     試験区（ネット有） 

①9/26 午後～10/3 午前   ②10/3 午後～10/10 午前 

③10/10 午後～10/17 午前  ④10/17 午後～10/24 午前 

⑤10/24 午後～10/31 午前  ⑥10/31 午後～11/7 午前 

 

④供試資材 防虫成分含有ネット（図 5） 

・幅 2ｍ×長さ 50ｍのポリエチレン製ネット 

・網目のサイズは 6 ㎜×6㎜ 
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・ネットの繊維にピレスロイド系の防虫成分を含有 

・サシバエが触れると薬が徐々に作用していき早ければ 10分ほどで死亡 

 

⑤供試牛 黒毛和種子牛 3 頭（試験開始時 9/26 時点で 120 日齢以降） 

 

 

 

 

(２)調査項目 

①サシバエの数 

対照区と試験区が切り替わる直前に、牛の左外貌写真を撮り牛に付着しているサシバエ数を測

定した。 

②歩数 

牛歩計（㈱コムテック）で歩数を測定した。 
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③血清中コルチゾール値 

サシバエの数を測定する直前に頸静脈より採血を行った。検査は株式会社サンリツセルコバ検

査センターに依頼した。 

④飼料摂取量 

毎週月および火曜日に規定量の乾草を与え、翌日の火および水曜日の朝に残飼量を測定し、飼

料摂取量を算出した。配合飼料は日齢ごとに定められている規定量を給与した。 

⑤一日増体量 

試験期間中の毎週、水曜日の午前中に体重、体高、胸囲、腹囲を測定した。 

 

結  果 

 

① サシバエの数：対照区に比べて試験区で有意な減少が認められた。（図 6, p＜0.01) 

② 歩数：対照区に比べて試験区で有意な減少が認められた。（図 7, p＜0.01) 

供試牛 1 と 3 はネット無の時に歩数が大きく増加したが、供試牛 2 においてはネットの有無

に関わらず、歩数の大きな変化は見られなかった。（図 8） 

③ 血清中コルチゾール値：対照区に比べて有意な減少が認められた。（図 9, P＜0.05） 

④ 飼料摂取量：乾草の摂取量は両区間に差はみられなかった。（図 10） 

⑤ 一日増体量：両区間に差はみられなかった。（図 11） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7 歩数     ＊＊ｐ＜0.01 

ｐ＜0.01） 

図 8 供試牛ごとの歩数 

図 6 サシバエの数   ＊＊ｐ＜0.01 

＊＊ 
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考  察 

 

サシバエの数に関しては、対照区に比べて試験区で有意な減少が認められたものの、試験区で

サシバエが全く認められなかったわけではなかった。この結果より、サシバエが防虫ネットに触

れてからネットに含まれている薬効成分が虫体に作用して飛翔・歩行不能になるまでに多少の時

間がかかることを示唆していると思われた。桐野ら１)は、サシバエが防虫ネットに接触してから

飛翔・歩行不能に陥るまで 2 分 16 秒から 7 分 45 秒(中央値 4 分 56 秒)かかることを報告してい

る。そのため、サシバエの数を測定した時点で、防虫ネットに触れずに牛舎内に進入もしくは防

虫ネットに触れてはいたが飛翔・歩行不能になるまでに時間がかかる個体であった可能性が考え

られた。 

 

  歩数に関しては、供試牛 1および 3 と比較して供試牛 2 は防虫ネットの有無に関わらず大きな

変動は認められなかった。供試牛 2 では対照区の時点で測定されたサシバエの数が少なく歩数の

変動に与える影響が他の供試牛に比べて小さく、サシバエに刺咬・吸血されても歩数の増加に影

響を与えない個体であった可能性があった。 

 

  血清中コルチゾール値は対照区に比べて試験区で有意な減少が認められ、桐野ら 1)が行った研

究と同様の結果となり、防虫ネットによりストレス緩和効果が見られた。 

図 11 一日増体量    

図 9 血清中コルチゾール値 ＊ｐ＜0.05 図 10 飼料摂取量        

＊ 
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  飼料摂取量と一日増体量においては、両区間に有意な差は認められなかったことから、サシバ

エの刺咬・吸血によるストレスが発育に与える影響は少ないと考えられた。 
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